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◉総特集

俄然、“超音波”が注目される理由とは
◉特集

 ［特別企画］

今、いちばん新しい手術室─設備編
なぜ、患者支援センター新設が増えているのか

広島赤十字・原爆病院では病院再整備計画が進行中。
2015年には高機能な病院情報システムの導入をはじめ機能を拡充した東棟が完成し、診療の質を大幅に向上させている（詳しくはグラビア頁）。
東棟を背に立つ、古川善也院長㊧と有馬準一副院長・整形外科部長

病院の個性に合ったPACS構築方法論
新しい情報技術を用いて、“お仕着せ”ではないシステム構築が新潮流になっているPACS。その期待のシステムを稼働させる施設に有用性を聞いた

機 器、情 報 シ ステム、設 備 ─ 明日の 病 院 インフラを 考える

 ［データ］

病院情報システム（HIS）導入施設名簿［Part2］

MRI設置施設名簿［Part3］

おかげさまで
 500号



広島県

広
島
赤
十
字
・
原
爆
病
院

院
長古

川
善
也
氏
に
聞
く
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i
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―
―
病
院
の
沿
革
と
概
要
か
ら
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

　

当
院
の
前
身
で
あ
る
日
本
赤
十
字
社
広
島
支

部
病
院
の
設
立
は
、
１
９
３
９
年
の
こ
と
で
す
。

そ
の
６
年
後
の
45
年
８
月
６
日
、
原
子
爆
弾
投

下
に
よ
っ
て
当
院
も
甚
大
な
被
害
を
被
っ
た
の

で
す
が
、
そ
の
極
限
の
状
況
に
も
関
わ
ら
ず
、

当
時
の
職
員
は
被
爆
者
の
救
護
活
動
に
懸
命
に

当
た
っ
た
こ
と
は
広
く
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

56
年
に
世
界
初
と
な
る
被
爆
者
医
療
の
専
門
病

院
で
あ
る
広
島
原
爆
病
院
が
敷
地
内
に
併
設
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
し
て
88
年
に
は
２
つ
の

病
院
が
統
合
さ
れ
、
広
島
赤
十
字
・
原
爆
病
院

と
名
称
を
変
え
て
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

当
院
は
２
０
１
６
年
４
月
現
在
、
医
師
１
６
３

名
、看
護
師
等
６
１
５
名
を
始
め
、そ
の
他
ス
タ
ッ

フ
や
職
員
を
合
わ
せ
る
と
合
計
約
１
１
０
０
名

以
上
の
職
員
を
擁
し
、
平
成
27
年
度
の
１
日
平

均
外
来
患
者
数
は
１
５
０
５・４
人
、
入
院
患
者

数
は
４
５
７・９
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

―
―
診
療
の
特
徴
及
び
注
力
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い

て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

赤
十
字
病
院
の
活
動
は
、
赤
十
字
の
活
動
を

担
う
と
い
う
こ
と
に
尽
き
ま
す
。
赤
十
字
の
活

動
と
は
、
災
害
救
護
、
国
際
救
援
、
へ
き
地
医

療
や
救
急
医
療
な
ど
の
公
的
医
療
の
実
施
や
看

護
師
の
育
成
で
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
に
加
え
、

原
爆
病
院
の
名
の
通
り
、
被
曝
者
の
治
療
を
行

う
こ
と
が
大
き
な
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の

支
援
セ
ン
タ
ー
を
以
前
の
５・５
倍
に
拡
張
し
ま

し
た
。
事
務
ス
タ
ッ
フ
だ
け
で
な
く
、
薬
剤
師
、

管
理
栄
養
士
、
看
護
師
も
配
置
し
、
入
退
院
に

関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
手
続
き
を
１
ヵ
所
で
で
き

る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

な
お
、
赤
十
字
の
活
動
の
中
心
で
も
あ
る
災

害
医
療
や
救
急
医
療
の
充
実
化
の
た
め
に
、
建

物
の
設
計
に
も
留
意
し
て
い
ま
す
。
新
棟
に
つ

い
て
は
免
震
設
計
を
導
入
し
、
屋
上
に
は
ヘ
リ

ポ
ー
ト
を
設
置
し
ま
し
た
。

―
―
医
療
Ｉ
Ｔ
化
に
つ
い
て
も
積
極
的
に
取
り

組
ま
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　

当
院
は
１
９
９
０
年
代
に
オ
ー
ダ
リ
ン
グ
シ

ス
テ
ム
を
導
入
す
る
な
ど
、
医
療
の
Ｉ
Ｔ
化
に

は
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
電
子
カ
ル
テ

も
２
０
０
４
年
に
導
入
し
て
い
ま
す
。
医
療
の

Ｉ
Ｔ
化
に
つ
い
て
は
、
当
時
院
内
で
も
賛
否
両

論
あ
り
ま
し
た
が
、
私
と
し
て
は
認
証
シ
ス
テ

ム
等
で
医
療
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
を
含
め
、

は
言
う
ま
で
も
な
い
で
し
ょ
う
。

　

な
お
、
災
害
救
護
に
つ
い
て
は
、
先
日
起
こ
っ

た
「
平
成
28
年
（
２
０
１
６
年
）
熊
本
地
震
」

で
は
、
私
も
熊
本
に
赴
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
熊
本
地
震
に
限
ら
ず
東
日
本
大
震
災

で
は
、
４
ヵ
月
間
、
延
べ
１
０
０
人
以
上
の
職
員

を
救
援
に
派
遣
し
ま
し
た
し
、
阪
神
淡
路
大
震

災
で
は
当
時
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の
よ
う
な
組
織
が
未
整

備
だ
っ
た
時
代
で
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
発

生
か
ら
３
時
間
後
に
は
救
援
部
隊
を
出
発
さ
せ

る
な
ど
、
災
害
救
護
に
は
力
を
入
れ
続
け
て
い

ま
す
。

―
―
新
棟
建
築
事
業
の
概
要
に
つ
い
て
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

　

当
院
で
は
、
よ
り
機
能
性
を
高
め
て
先
進
の

医
療
を
実
践
す
べ
く
、
ま
た
原
爆
病
院
・
赤
十

字
病
院
の
使
命
を
全
う
す
べ
く
、
新
棟
建
設
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
２
０
１
５
年
に
は
、

先
進
の
機
能
を
投
入
し
た
念
願
の
東
棟
が
竣
工

し
ま
し
た
。

　

新
棟
で
は
、
救
急
の
外
来
部
門
ス
ペ
ー
ス
を

旧
施
設
の
７
倍
に
拡
大
し
、
救
急
か
ら
手
術
室
、

Ｉ
Ｃ
Ｕ
等
に
つ
な
げ
る
動
線
を
直
線
的
に
つ
な

げ
て
機
能
性
を
高
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
が
ん
医
療
に
積
極
的
に
取
り
組
め
る

よ
う
に
、
外
来
化
学
療
法
用
の
ベ
ッ
ド
を
55
床

設
置
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
当
院
で
は
固
形
が

ん
だ
け
で
な
く
白
血
病
な
ど
の
血
液
の
が
ん
の

治
療
を
積
極
的
に
行
っ
て
お
り
、
そ
の
た
め
の

無
菌
室
も
49
床
用
意
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

設
備
を
持
つ
施
設
は
、
全
国
で
も
稀
有
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

さ
ら
に
新
棟
で
は
病
診
連
携
を
よ
り
徹
底
し

て
行
う
た
め
、
地
域
連
携
室
お
よ
び
が
ん
相
談

病
院
機
能
に
と
っ
て
血
液
の
よ
う
に
必
要
不
可

欠
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
医
療
Ｉ
Ｔ
は
シ
ス
テ
ム
そ
の
も
の
が

収
益
を
生
み
出
す
わ
け
で
は
な
く
、
医
療
情
報

シ
ス
テ
ム
の
導
入
費
用
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
含
め

た
管
理
費
等
も
大
き
な
負
担
と
な
り
ま
す
。
そ

こ
で
、
新
棟
稼
働
に
合
わ
せ
て
情
報
シ
ス
テ
ム

の
再
整
備
を
行
う
こ
と
と
し
た
の
で
す
。
再
整

備
は
２
期
に
分
け
て
実
施
し
、
新
棟
稼
働
で
は
、

ま
ず
Ⅰ
期
の
作
業
と
し
て
情
報
シ
ス
テ
ム
の
基

本
計
画
を
立
案
し
、
電
子
カ
ル
テ
の
更
新
な
ど

シ
ス
テ
ム
の
基
盤
と
な
る
部
分
の
構
築
を
行
い

ま
し
た
。
Ⅰ
期
作
業
の
特
徴
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、

仮
想
化
等
の
新
技
術
導
入
に
よ
る
サ
ー
バ
の
統

合
化
の
推
進
、
物
品
コ
ス
ト
の
低
減
と
同
時
に

管
理
の
負
担
軽
減
が
あ
り
ま
す
。

―
―
医
療
情
報
部
門
の
活
動
を
重
要
視
し
て
い

る
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

　

先
代
、
先
々
代
の
院
長
の
頃
か
ら
、
デ
ー
タ
を

システムとマネジメントの水平統合による
革新的な医療データ統合基盤を構築して
高度専門医療の実現と経営の向上を両立
広島市の中核病院として、高度かつ専門的な医療を推進してきた広島赤十字・原爆病院。
同院では、新病院の再整備計画を推進しており、その中核施設となる東棟が2015年に完成した。
救急センターや手術施設、外来化学療法用ベッドや無菌室などを拡充し、診療の高機能化を推進。
新病院整備に合わせて、同院はシステムとマネジメントを両立させた医療統合データ基盤を構築し、
システムに蓄積したデータの2次利用やセキュリティの向上などへの活用を目指している。
新病院の概要を古川院長に、医療統合データ基盤の概要を医療情報管理課の島川氏に聞いた。

2 0 1 6  A u g u s t

1980 年広島大学医学部卒。1982 年済生会呉総合病院内科、1984 年広
島大学医学部附属病院第一内科を経て、1988 年より広島赤十字・原爆
病院勤務、2012 年同副院長兼消化器内科部長、2016 年より現職

古川善也（ふるかわ・よしなり）氏

広島赤十字・原爆病院

2015 年 10月に新棟としてオープンした東棟。免震構造で9階建て、
総面積は2万3000㎡。救急医療の拡充強化のため、1階の救急センター
の面積は従来の7倍、その救急センターと大型エレベータで直結した3
階には手術室 10室、ICUとHCUを計 20床置き、屋上にはヘリポート
を設置するなど、高度医療・災害医療に対応した施設となっている

（    ）8新　医　療　2016年8月号（    ）9 新　医　療　2016年8月号



▼
広
島
赤
十
字
・
原
爆
病
院

シ
ス
テ
ム
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
統
合
し
、

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
長
所
を
生
か
す
医
療
デ
ー
タ
統
合
基
盤
を
構
築

1982 年広島県生まれ。05 年広島工業大学工学
部卒。05 年から07 年まで日立グループ企業での
勤務を経て、07 年より広島赤十字・原爆病院勤
務。現在、県立広島大学経営専門職大学院

（MBA）に在学中。上級医療情報技師、医用
画像情報専門技師、公認医療情報システム監査
人、個人情報保護士

島川龍載（しまかわ・たつのり）氏

　

広
島
赤
十
字
・
原
爆
病
院
で
は
、
こ
れ
ま
で

医
療
Ｉ
Ｔ
の
導
入
に
つ
い
て
積
極
的
な
取
り
組

み
が
行
わ
れ
て
き
た
。
１
９
９
０
年
代
に
は
、

す
で
に
オ
ー
ダ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
導
入
。
さ
ら

　

広
島
赤
十
字
・
原
爆
病
院
で
は
、
現
在
、
病

院
情
報
シ
ス
テ
ム
の
再
整
備
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

進
行
中
。
２
期
に
分
け
て
実
施
す
る
同
事
業
で

は
、
ま
ず
新
棟
オ
ー
プ
ン
ま
で
を
Ⅰ
期
と
し
て
、

基
本
計
画
の
立
案
や
電
子
カ
ル
テ
の
更
新
等
を

実
施
し
、
医
療
デ
ー
タ
統
合
基
盤
の
構
築
を
実

現
し
た
。
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
心
的
役
割
を

果
た
し
て
い
る
事
務
部 

医
療
情
報
管
理
課 

主
任

の
島
川
龍
載
氏
に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
概
要
と
そ

の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
話
を
聞
い
た
。

広
島
赤
十
字
・
原
爆
病
院

事
務
部
　
医
療
情
報
管
理
課
　
主
任

島
川
龍
載
氏
に
聞
く

I
n

t
e

r
v

i
e

w

に
２
０
０
４
年
、
最
初
の
電
子
カ

ル
テ
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
10
年

に
同
シ
ス
テ
ム
を
更
新
し
て
い
る
。

　

同
院
で
は
現
在
、
新
病
院
の
再

整
備
計
画
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、

そ
の
第
一
弾
と
し
て
15
年
に
東
棟

が
オ
ー
プ
ン
し
た
。
同
院
で
は
、

建
造
物
だ
け
で
な
く
、
情
報
シ
ス

テ
ム
の
再
整
備
も
併
せ
て
実
施
す

べ
く
、
２
期
に
分
け
て
の
再
整
備

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
遂
行
し
て
い
る
。

　

情
報
シ
ス
テ
ム
の
再
整
備
に
つ
い
て
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
中
心
的
役
割
を
果
た
し
て
い
る
事

務
部 

医
療
情
報
管
理
課 

主
任
の
島
川
龍
載
氏

は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
の
背
景
と
概
要
に
つ
い

て
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
新
棟
建
築
、
既
存
棟
改
修
を
中
心
と
し
た
病
院

再
整
備
計
画
で
は
、
運
営
方
針
と
し
て
①
地
域

に
選
ば
れ
求
め
ら
れ
る
高
度
急
性
期
病
院
を
目

指
す
、
②
断
ら
な
い
医
療
の
提
供
に
努
め
る
、

③
質
の
高
い
職
員
を
育
成
し
て
、
安
心
・
安
全

な
医
療
を
提
供
す
る
、
④
安
定
し
た
病
院
運
営

を
確
立
す
る
た
め
に
経
営
改
善
を
図
る
―
の
４

つ
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
は
、
こ
れ
ま
で
の
稼
働

実
績
か
ら
病
院
に
は
不
可
欠
の
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
当
然
課
題
も
あ
り
ま
す
し
、
ま
た

そ
れ
を
解
消
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
整
備
に
は

コ
ス
ト
も
か
か
り
ま
す
。
シ
ス
テ
ム
整
備
に
よ
っ

て
、
医
療
安
全
や
医
療
の
質
の
向
上
は
果
た
し

た
い
、
一
方
で
収
益
に
対
し

て
Ｉ
Ｔ
に
か
け
ら
れ
る
支
出

は
極
力
抑
制
し
て
い
き
た
い
。

こ
の
２
つ
の
バ
ラ
ン
ス
を
い

か
に
保
つ
か
が
大
き
な
課
題

で
し
た
。
さ
ら
に
、
新
棟
建

設
に
当
た
り
、
各
部
門
で
バ

ラ
バ
ラ
に
置
か
れ
て
い
る
部

門
サ
ー
バ
を
新
棟
の
サ
ー
バ

室
に
集
約
す
る
こ
と
で
、
管

理
・
運
用
の
手
間
を
抑
え
、

システムの水平統合により実現した統
合サーバ室。サーバだけでなくUPS
等の付帯設備も統合化され、コスト
の低減とシステムの管理・運用面の
効率化を実現している

SOAプラットフォーム全体像。約 100 ある基幹システムおよび部門システ
ムとのシステム間連携を実現する統合インターフェースに「InterSystems 
Ensemble（アンサンブル）」を採用。システム間連携のインターフェースの
メッセージをDB「InterSystems Caché（キャシエ）」をリポジトリとして保
存。1 次利用ではコスト面、品質面を確保し、2 次利用でのデータの利
活用が可能なデータベースを構築している

● SOAプラットフォーム全体像● 重
視
し
た
病
院
経
営
に
取
り
組
ん
で
き
て
い
ま

す
。
当
院
は
、
他
の
５
０
０
床
規
模
の
赤
十
字

病
院
と
比
べ
、
医
療
情
報
や
診
療
録
管
理
に
関

わ
る
人
員
を
１
・
18
倍
確
保
し
て
い
る
上
、
彼
ら

自
身
も
熱
心
に
働
い
て
く
れ
て
お
り
、
大
き
な

成
果
を
挙
げ
て
い
ま
す
。
今
後
は
適
切
な
人
員

配
置
や
無
駄
の
排
除
に
よ
る
コ
ス
ト
削
減
を
実

施
し
て
、
少
し
で
も
病
院
の
収
益
に
貢
献
で
き

る
よ
う
に
な
れ
ば
よ
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
現
在
、
医
療
情
報
部
門
と
診
療
録
管
理

部
門
と
経
営
企
画
部
門
の
３
つ
に
分
か
れ
て
い
る

組
織
を
、
来
年
に
で
も
統
合
し
、
経
営
戦
略
室

の
よ
う
な
も
の
を
設
立
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い

ま
す
。

―
―
医
療
情
報
を
扱
う
ス
タ
ッ
フ
の
要
件
に
つ

い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

医
療
情
報
を
扱
う
ス
タ
ッ
フ
に
は
、
特
殊
な

能
力
が
要
求
さ
れ
ま
す
。
ま
ず
、
Ｓ
Ｅ
の
知
識

が
な
い
と
シ
ス
テ
ム
は
管
理
で
き
ま
せ
ん
。
一
方

で
、
一
般
的
な
Ｓ
Ｅ
は
医
療
の
知
識
を
持
ち
合

わ
せ
て
い
ま
せ
ん
。
医
療
情
報
を
扱
う
ス
タ
ッ

フ
に
は
、
こ
の
両
方
の
知
識
が
必
要
で
す
。
そ

の
よ
う
な
ス
タ
ッ
フ
を
育
成
す
る
の
に
最
も

手
っ
取
り
早
い
方
法
は
、
Ｓ
Ｅ
で
医
療
に
興
味

が
あ
る
人
材
に
２
年
ほ
ど
医
療
現
場
で
働
い
て

も
ら
う
こ
と
で
す
。

　

例
え
ば
、
当
院
の
上
級
医
療
情
報
技
師
で
あ

る
島
川
君
は
医
療
現
場
に
入
っ
て
医
療
知
識
に

精
通
す
る
た
め
の
努
力
を
怠
り
ま
せ
ん
。
こ
の

よ
う
な
ス
タ
ッ
フ
は
、
病
院
に
と
っ
て
貴
重
な
存

在
で
す
。

　

し
か
し
、
現
状
で
は
大
き
な
問
題
を
抱
え
て

い
る
こ
と
も
事
実
で
す
。
赤
十
字
に
お
い
て
は
、

医
療
ス
タ
ッ
フ
以
外
の
事
務
職
員
が
施
設
間
で

異
動
す
る
こ
と
が
よ
く
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

私
自
身
は
、
メ
デ
ィ
カ
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
も
、
病
歴
管
理
を
す
る
人
も
、
Ｄ
Ｐ
Ｃ
に

お
け
る
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
を
行
う
人
も
、
そ
し
て

医
療
情
報
技
師
も
専
門
職
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
今
後
は
、
彼
ら
の
処
遇
を
含
め
て
改
善

し
、
病
院
と
し
て
継
続
的
な
医
療
Ｉ
Ｔ
の
構
築

・
運
用
を
続
け
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

―
―
貴
院
の
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

　

療
養
環
境
の
改
善
の
た
め
に
、
引
き
続
き
既

存
棟
の
改
修
作
業
を
続
け
、
２
０
１
７
年
に
は

新
た
に
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
で
す
。

　

病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
に
関
し
て
も
、
今
回
の

シ
ス
テ
ム
構
築
で
は
電
子
カ
ル
テ
を
中
心
と
し

た
基
盤
整
備
が
完
了
し
た
の
で
、
グ
ラ
ン
ド
オ
ー

プ
ン
ま
で
に
は
Ⅱ
期
の
作
業
と
し
て
各
部
門
シ

ス
テ
ム
の
更
新
や
、
シ
ス
テ
ム
運
用
・
管
理
の
調

整
を
行
い
、
基
本
計
画
に
沿
っ
た
新
シ
ス
テ
ム
の

構
築
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

病
院
自
体
の
今
後
の
長
期
的
展
望
と
し
て
は
、

ま
ず
被
曝
者
医
療
の
継
続
で
す
。
ま
た
、
こ
の

被
曝
者
医
療
と
リ
ン
ク
す
る
問
題
と
し
て
、
高

齢
者
医
療
へ
の
対
応
を
ど
う
す
る
か
が
今
後
の

課
題
で
す
。

　

高
度
急
性
期
を
中
心
と
し
た
医
療
を
展
開
す

る
当
院
で
す
が
、
高
齢
者
医
療
に
対
応
し
た
地

域
包
括
ケ
ア
病
棟
や
、
高
齢
化
の
進
む
が
ん
患

者
の
た
め
の
緩
和
ケ
ア
病
棟
を
設
け
る
こ
と
が

可
能
な
の
か
、
ま
た
こ
れ
ら
の
病
棟
が
病
院
経

営
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
も
た
ら
す
の
か
、
慎

重
に
検
討
し
て
い
か
な
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ

れ
こ
そ
が
、
院
長
と
し
て
の
大
き
な
宿
題
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

コ
ス
ト
を
削
減
す
る
こ
と
も
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
５
０
０
床
以
上
の
大
病
院
で
の
大

規
模
な
シ
ス
テ
ム
導
入
に
お
け
る
コ
ス
ト
を
意

識
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
、
医
療
情
報
管
理
課

で
適
切
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ

た
の
で
す
」

　

医
療
情
報
管
理
課
の
業
務
担
当
に
は
正
職
員

３
名
、
臨
時
職
員
１
名
、
派
遣
職
員
１
名
、
お

よ
び
こ
の
他
に
業
務
委
託
し
て
い
る
企
業
の
ス

タ
ッ
フ
が
３
名
お
り
、
計
８
名
の
ス
タ
ッ
フ
が
在

籍
し
て
い
る
。

「
当
院
は
医
療
Ｉ
Ｔ
化
の
歴
史
が
長
い
こ
と
も

あ
っ
て
、
医
療
情
報
に
関
す
る
部
署
を
早
く
か

ら
設
置
し
て
い
ま
し
た
。
現
在
は
業
務
範
囲
も

広
が
り
、
ス
タ
ッ
フ
の
役
割
分
担
を
明
確
化
し

て
対
応
し
て
い
ま
す
。
私
を
含
め
た
正
職
員
の

役
割
と
し
て
は
、
シ
ス
テ
ム
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
総
合
的
に
捉
え
、
そ
し
て
シ
ス

テ
ム
の
企
画
・
運
営
を
し
て
い
き
、
病
院
全
体

を
俯
瞰
し
て
考
え
、
最
適
な
提
案
を
す
る
こ
と

で
す
。
ま
た
、
業
務
委
託
ス
タ
ッ
フ
や
派
遣
職

員
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
管
理
統
制
が
取
れ
た

シ
ス
テ
ム
を
常
時
円
滑
に
管
理
・
運
用
す
る
業

務
を
行
う
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
」

　

島
川
氏
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
る
に

際
し
、
情
報
シ
ス
テ
ム
再
整
備
の
コ
ン
セ
プ
ト
を

４
つ
掲
げ
た
と
い
う
。

「
平
成
25
年
度
に
中
・
長
期
的
な
基
本
計
画
を
立

案
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
実
施
す

る
上
で
、
情
報
シ
ス
テ
ム
再
整
備
に
関
す
る
コ
ン

セ
プ
ト
と
し
て
①
相
互
運
用
性
を
確
保
し
た

シ
ー
ム
レ
ス
な
情
報
連
携
基
盤
を
構
築
す
る
、

②
先
進
的
な
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
利
用
し
て
業
務

の
効
率
化
を
図
る
、
③
医
療
安
全
や
情
報
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
に
対
す
る
安
全
管
理
策
を
強
化
す
る
、

④
病
院
経
営
の
改
善
や
医
療
の
質
の
向
上
に
対

す
る
情
報
活
用
を
促
進
さ
せ
る
、
と
い
う
４
点

を
掲
げ
ま
し
た
。

　

こ
の
４
つ
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
基
づ
い
て
、
医
療

現
場
か
ら
求
め
ら
れ
る
多
大
な
要
求
事
項
を
、

限
ら
れ
た
予
算
内
、
し
か
も
期
限
の
あ
る
中
で

い
か
に
実
現
す
る
か
、
努
力
を
払
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
要
求
事
項
を
全
て
満
た
す
と
ど
の
く

ら
い
の
費
用
が
掛
か
る
か
を
検
討
し
ま
し
た
。

当
然
、
予
算
内
に
は
収
ま
る
訳
が
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
構
築
事
業
を
２
期
に
分
け
た
り
、
電

子
カ
ル
テ
や
部
門
シ
ス
テ
ム
は
新
規
導
入
す
る

の
で
は
な
く
、
更
新
と
い
う
観
点
で
計
画
を
立

て
ま
し
た
。
電
子
カ
ル
テ
に
つ
い
て
は
、
基
本
的

に
Ｄ
Ｂ
へ
の
レ
ス
ポ
ン
ス
等
の
問
題
や
建
築
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
の
計
画
も
あ
り
、
更
新
す
る
に
は
早

い
時
期
で
し
た
が
、
更
新
す
る
こ
と
を
組
織
決

定
し
た
の
で
す
。

適
切
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と

円
滑
な
シ
ス
テ
ム
管
理
・
運
用
を
実
施

医
療
情
報
管
理
課

（    ）10新　医　療　2016年8月号（    ）11 新　医　療　2016年8月号



広島赤十字・原爆病院

所在地：広島市中区千田町1丁目9番 6号
病床数：598床
診療科目数：30科目

　広島赤十字・原爆病院は、1939年に日本
赤十字社広島支部病院として設立され、
1943年に広島赤十字病院と改称。その後、
原子爆弾による多大な被害を乗り越え、
1956年には原爆病院を併設。1988年に赤
十字病院と原爆病院が統合し広島赤十字・
原爆病院となり、地域中核病院としての役割
を果たし続けている。
　同院は、2次救急指定医療機関、地域医
療支援病院、地域がん診療連携拠点病院、
地域災害拠点病院など、多くの施設認定を
受けており、広島市内の中核 4病院（同院
の他、広島大学病院、県立広島病院、広島
市立広島市民病院）とともに、地域医療に貢
献している。
　2015年 9月に新棟が竣工し、7倍に拡充
した救急センター、屋上に設けられたヘリ
ポートと救急センターを結ぶ大型エレベータ
とそれに接続する3階の手術室および ICU・
HCUによる救急医療体制の強化など、新た
な高機能を多数追加した新病院として生まれ
変わりつつある。現在は、既存棟の耐震補強
工事が進められており、2017年までに改修
を完了して新たなグランドオープンを目指し、
病院再整備計画を進めている。

　

ま
た
、
水
平
統
合
に
よ
る
標
準
化
・
統
合
化

に
よ
る
コ
ス
ト
の
削
減
、
病
院
と
し
て
の
要
求

事
項
を
満
た
す
た
め
、
ま
ず
は
基
本
計
画
と
ア
ー

キ
テ
ク
チ
ャ
の
全
体
像
を
描
い
た
後
、
職
種
・

部
門
の
垣
根
を
越
え
た
委
員
会
や
経
営
者
会
議

で
説
明
し
て
、
承
認
を
受
け
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
計
画
の
説
得
に
半
年
か
か
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
委
員
会
で
職
員
の
理
解
を
得

て
経
営
幹
部
に
承
認
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
計

画
を
ぶ
れ
る
こ
と
な
く
推
し
進
め
る
こ
と
が
で

き
た
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

同
院
が
採
用
し
た
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
・
ア
ー

キ
テ
ク
チ
ャ
と
い
う
シ
ス
テ
ム
構
築
の
考
え
方

は
、
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
構
築
に
共
通
す
る
部

分
が
多
い
と
島
川
氏
は
話
す
。

「
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
・
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
は
、

基
本
的
に
は
シ
ス
テ
ム
設
計
開
発
を
す
る
と
き

の
方
法
論
で
す
が
、
こ
の
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
が

持
つ
４
つ
の
視
点
、
ビ
ジ
ネ
ス
、
デ
ー
タ
、
ア
プ

リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
関
わ
る
考
え

方
は
基
本
的
に
医
療
情
報
の
シ
ス
テ
ム
と
構
造

的
に
同
じ
で
す
。
当
院
で
は
、
そ
れ
に
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
手
法
を
融
合
さ
せ
て
、
シ
ス
テ
ム
構

築
を
実
施
し
ま
し
た
」

　

近
年
、
サ
ー
バ
仮
想
化
や
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
仮

想
化
、
統
合
ス
ト
レ
ー
ジ
の
構
築
、
仮
想
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
築
が
日
本
各
地
の
医
療
機
関
で

進
め
ら
れ
て
い
る
。
同
院
で
は
、
新
病
院
に
お

け
る
シ
ス
テ
ム
基
盤
構
築
に
つ
い
て
、
水
平
統

合
の
必
要
性
を
強
調
し
て
い
る
。

「
従
来
型
の
垂
直
統
合
に
よ
る
病
院
情
報
シ
ス
テ

ム
は
、
ベ
ン
ダ
へ
の
技
術
依
存
度
が
高
く
、
シ
ス

テ
ム
間
連
携
で
も
医
療
情
報
部
門
が
そ
の
内
実

を
把
握
で
き
な
い
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
化
の
問

題
点
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
水
平
統

合
シ
ス
テ
ム
は
、
サ
ー
バ
の
統
合
化
や
シ
ス
テ
ム

の
共
通
基
盤
構
築
が
可
能
で
あ
り
、
コ
ス
ト
負

担
を
抑
え
、
効
率
的
な
シ
ス
テ
ム
の
管
理
・
運

用
が
可
能
で
す
。
今
や
情
報
シ
ス
テ
ム
再
整
備

に
当
た
っ
て
、
水
平
統
合
シ
ス
テ
ム
構
築
は
必

要
不
可
欠
な
要
素
で
あ
る
と
言
え
ま
す
」

　

情
報
シ
ス
テ
ム
再
整
備
に
関
し
て
、
同
院
で

は
Ｓ
Ｏ
Ａ
（Service O

riented A
rchitecture

）

の
考
え
方
を
取
り
入
れ
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
統
括
に
お
け

る
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
最
適
化
、
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス

可
視
化
に
よ
る
シ
ス
テ
ム
ト
ラ
ブ
ル
等
の
原
因

特
定
の
迅
速
化
、
ベ
ン
ダ
依
存
し
な
い
シ
ス
テ
ム

構
造
、
障
害
検
知
、
標
準
デ
ー
タ
交
換
規
約
に

お
け
る
シ
ー
ム
レ
ス
な
情
報
連
携
、
シ
ス
テ
ム

改
修
の
省
力
化
に
加
え
、
リ
ポ
ジ
ト
リ
と
し
て

保
存
し
た
デ
ー
タ
の
利
活
用
の
実
現
を
め
ざ
し
、

Ｓ
Ｏ
Ａ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
構
築
し
た
。
そ
の

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
構
築
の
た
め
に
採
用
さ
れ

た
の
が
、
イ
ン
タ
ー
シ
ス
テ
ム
ズ
社
の
統
合
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
「InterSystem

s Ensem
ble

（
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
）」
と
マ
ル
チ
モ
デ
ル
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
「InterSystem

s Caché

（
キ
ャ
シ
エ
）」

で
あ
る
。

　

今
ま
で
の
シ
ス
テ
ム
間
連
携
の
問
題
は
、
ベ
ン

ダ
同
士
が
密
結
合
し
て
い
た
点
に
あ
る
と
島
川

氏
は
話
す
。

「
例
え
ば
電
子
カ
ル
テ
ベ
ン
ダ
の
連
携
で
は
、
接

続
の
た
め
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
が
ベ
ン
ダ
毎
に

異
な
る
た
め
、
非
常
に
複
雑
で
標
準
性
の
低
い

シ
ス
テ
ム
連
携
と
な
り
、
長
期
的
に
見
る
と
病

院
に
と
っ
て
マ
イ
ナ
ス
に
な
る
こ
と
が
多
い
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
当
院
の
場
合
、
細
か
い
シ
ス
テ

ム
ま
で
含
め
る
と
、
お
よ
そ
１
０
０
に
お
よ
ぶ
シ

ス
テ
ム
が
個
別
に
、
そ
し
て
網
目
の
よ
う
に
連

携
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
ら
全
て
を
医
療
情

報
部
門
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
は
不
可
能

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
ベ
ン
ダ
側
も
同
様

で
、
シ
ス
テ
ム
構
築
後
数
年
経
て
ば
、
当
時
の

状
況
を
知
る
担
当
者
が
い
な
く
な
っ
て
い
た
り
、

い
た
と
し
て
も
当
時
の
状
況
を
忘
れ
て
し
ま
っ

て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
医
療
現
場
に
と
っ
て

大
き
な
リ
ス
ク
を
抱
え
て
い
た
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
間
連
携
を
可
視
化
し

て
医
療
情
報
の
ス
タ
ッ
フ
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き

る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
き
な
命
題
だ
っ
た
の

で
す
。
さ
ら
に
言
え
ば
各
シ
ス
テ
ム
に
バ
ラ
バ
ラ

に
蓄
積
さ
れ
た
診
療
情
報
を
ど
の
よ
う
に
し
て

一
元
管
理
し
、
２
次
利
用
に
つ
な
げ
て
い
け
る
の

か
も
重
要
な
案
件
で
し
た
。
そ
こ
で
私
た
ち
は

Ｓ
Ｏ
Ａ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
実
現
こ
そ
が
、
こ

れ
ら
の
課
題
を
ク
リ
ア
す
る
有
用
な
手
段
で
あ

る
と
考
え
た
の
で
す
。
今
回
、
Ｓ
Ｏ
Ａ
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
てEnsem

ble

を
採
用
し
た
理

由
は
、
国
内
で
の
実
績
が
豊
富
で
あ
る
こ
と
、

電
子
カ
ル
テ
ベ
ン
ダ
に
依
存
し
て
い
な
い
シ
ス
テ

ム
ベ
ン
ダ
の
製
品
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
」

　

同
院
で
は
、
Ｓ
Ｏ
Ａ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
構
築

に
際
し
、
各
シ
ス
テ
ム
か
ら
抽
出
し
た
デ
ー
タ

を
「InterSystem

s Caché

（
キ
ャ
シ
エ
）」
を

活
用
し
た
内
部
リ
ポ
ジ
ト
リ
に
保
存
。
デ
ー
タ

を
利
用
す
る
際
は
、
各
部
門
シ
ス
テ
ム
か
ら
得

る
の
で
は
な
く
、
リ
ポ
ジ
ト
リ
か
ら
得
る
こ
と

に
よ
っ
て
２
次
利
用
性
を
高
め
て
い
る
。

「
例
え
ば
、
現
在
開
発
を
進
め
て
い
る
抗
菌
薬
使

用
届
出
書
の
投
与
初
日
で
の
１
０
０
％
事
前
届

出
対
応
の
シ
ス
テ
ム
で
は
、
抗
菌
薬
の
オ
ー
ダ

入
力
を
す
れ
ば
自
動
的
に
統
合
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
の
内
部
リ
ポ
ジ
ト
リ
に
蓄
積
さ
れ
た

抗
菌
薬
使
用
届
出
情
報
と
突
合
し
、
届
出
書
が

記
載
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
電
子
カ
ル
テ
に

ア
ラ
ー
ト
表
示
な
ど
を
行
う
シ
ス
テ
ム
を
実
現

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
電
子
カ
ル
テ
を
カ
ス

タ
マ
イ
ズ
化
す
る
こ
と
で
も
可
能
で
す
が
、
そ

れ
で
は
結
局
ベ
ン
ダ
に
依
存
す
る
シ
ス
テ
ム
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
し
、
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
の
費
用

も
か
か
り
ま
す
。
し
か
し
、
統
合
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
な
ら
ば
、
コ
ス
ト
を
抑
え
つ
つ
標
準
化

を
果
た
す
こ
と
が
で
き
、そ
の
点
に
お
い
て
有
用

性
に
加
え
汎
用
性
も
高
い
と
思
い
ま
す
ね
。

　

今
後
は
、
今
述
べ
た
抗
菌
薬
に
関
す
る
シ
ス

テ
ム
以
外
に
も
、
ア
ラ
ー
ト
通
知
機
能
や
エ
ラ
ー

チ
ェ
ッ
ク
機
能
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
機
能
を
追
加

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

同
院
で
は
、
Ⅰ
期
の
シ
ス
テ
ム
基
盤
構
築
を

終
え
、
既
存
棟
改
修
後
の
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

に
向
け
た
Ⅱ
期
の
構
築
に
取
り
掛
か
っ
て
い
る
。

Ⅱ
期
で
は
、
各
部
門
シ
ス
テ
ム
の
更
新
と
シ
ス
テ

ム
運
用
・
管
理
の
調
整
、
Ⅰ
期
で
問
題
と
な
っ

た
箇
所
の
シ
ス
テ
ム
改
善
等
に
取
り
組
む
予
定

で
あ
る
。
ま
た
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
の
利
用
を

含
め
デ
ー
タ
の
２
次
利
用
が
し
や
す
い
シ
ス
テ

ム
を
構
築
し
た
こ
と
で
、
そ
の
積
極
的
な
活
用

に
よ
っ
て
病
院
経
営
に
貢
献
で
き
た
ら
と
島
川

氏
は
抱
負
を
語
る
。

「
医
療
情
報
部
門
と
し
て
は
、
シ
ス
テ
ム
を
作
っ

て
安
定
稼
働
さ
せ
る
の
は
大
事
な
役
割
で
す
が
、

こ
れ
か
ら
の
病
院
を
考
え
て
い
く
上
で
デ
ー
タ

分
析
を
行
う
こ
と
に
力
を
入
れ
て
い
く
必
要
も

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

大
学
病
院
等
で
は
、
医
療
の
質
の
向
上
が
優

先
さ
れ
る
重
要
課
題
で
し
ょ
う
が
、
一
般
病
院

に
と
っ
て
は
病
院
の
経
営
を
安
定
さ
せ
る
た
め

の
戦
略
的
な
デ
ー
タ
分
析
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

今
後
は
、
組
織
横
断
的
に
正
確
な
情
報
活
用
を

行
い
、
病
院
経
営
に
貢
献
で
き
る
Ｃ
Ｆ
Ｔ
（
ク

ロ
ス
フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
）
が
組
織
化
さ

れ
る
と
良
い
で
す
ね
」

Ensembleを操作する島川氏。ミドルウェアを搭載することで、
これまでブラックボックス化されがちであったシステム間連携に
関しても医療情報部門が把握することができ、システムトラブ
ルに関する原因特定や、標準データ交換規約によるシームレ
スな情報連携を実現している

――情報システム管理委員会の概要と
活動状況についてお聞かせください。
　情報システム管理委員会は、各診療
科の医師や看護師をはじめとする医療
スタッフだけでなく、事務部署の職員
など多職種から集まった20名以上の
病院スタッフで構成されています。
　同委員会では、医療情報システムに
関する運用方法の見直しや、新規シス
テム導入についての検討など、さまざ
まな課題を適宜、議論し、解決してい
ます。なお、システムに関する細かい
課題をより深く検討して解決するため
に、委員会とは別に、これも多職種の
スタッフからなるワーキンググループ
（WG）を組織しての活動も行っていま
す。2016年4月には、3つのWGを
立ち上げました。
　1つ目が電子カルテ活用強化検討
WGです。このWGは、院内でアンケー
トを実施するなど、電子カルテの不具
合や改善要望を調査して、ベンダに対
応を依頼することになります。調査結
果は、電子カルテベンダのユーザー会
に調査結果を投稿し、システムのバー
ジョンアップに役立てることで、個別
カスタマイズ化せずに電子カルテの機

能強化を図る方針です。
　2つ目は、IT評価検討WGです。院
内で導入された電子カルテをはじめと
する各医療 IT関連システムが導入前
の評価どおりのパフォーマンスを発揮
しているかなど、導入後の評価を行っ
て、次期システム更新に役立てる予定
です。
　3つ目は、HIS利用者心得研修検討
WGです。このWGは、新規職員に
関する電子カルテの操作指導や情報セ
キュリティ、医療安全などに対する知
識と意識の教育などを利用者視点で行
います。このようなWGは課題が出る
たびに組織化されます。昨年は5つの
WGが活動していました。
――今後の展望を、お聞かせください。
　医療情報部門については、島川君レ
ベルの、上級医療情報技師をより多く
育て、数を増やしたいです。医療情報
部門のスタッフにはITの能力だけでな
く、医療の実情を把握した上でシステ
ムの提案や管理・運用、システムの活
用を考えられる人材が必要です。その
ためにも、医療情報技師が単なる事務
職ではなく、特殊な専門職であること
を組織に認知してもらいたいですね。

情報システム管理委員会の委員長に
今年から就任し、広島赤十字・原爆病院の
医療IT部門のリーダーである
副院長・整形外科部長の有馬 準一氏に、
同院における医療IT部門の活動の概要と、
今後の展望について話を聞いた。

I n t e r v i e w

広島赤十字・原爆病院
副院長・整形外科部長

有馬準一氏に聞く
ありま・じゅんいち

メ
ー
カ
ー
へ
の
依
存
度
を
抑
え
、

標
準
化
と
コ
ス
ト
削
減
を
推
進

シ
ス
テ
ム
間
連
携
の
可
視
化
に
加
え

デ
ー
タ
の
２
次
利
用
に
も
大
き
く
貢
献

情
報
シ
ス
テ
ム
の
水
平
統
合

医
療
デ
ー
タ
統
合
基
盤

同
院
向
い
に
あ
る
メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー
ク
内
の
モ

ニュメ
ン
ト
。
原
爆
の
悲
惨
さ
を
今
に
伝
え
る

貴
重
な
資
料
と
し
て
保
存
さ
れ
て
い
る
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